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研究成果の概要： 

果樹の主幹部に幅数ｍｍの連結用樹皮を残し、部分的環状剥皮を施し、連結用樹皮の再生を
種々の方法で抑制することによって、果樹の小樹化を図ったところ、樹体成長が抑制された。
連結用の樹皮を定期的に元の幅に切り戻すと新梢の成長が抑制された。また、植物成長抑制剤
のＡＢＡ，ヒノキチール、トロポロンなどを連結樹皮に処理すると、樹皮の再生と樹体成長の
抑制に効果があった。これらの化学物質を連結樹皮部位にのみ処理するので環境にも優しい技
術といえる。また、全樹種に適応できる技術であると思われる。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００８年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,800,000 840,000 3,640,000 

 
 
研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農学 ・ 園芸学・造園学 
キーワード：果樹，小樹化，矮化栽培，部分的環状剥皮，樹皮の再生，成長抑制剤， 

アブシジン酸，ウニコナゾ－ル 
 
１．研究開始当初の背景 

果樹は永年作物で、苗木を植え付けてから
年数が経つにつれて樹が大きくなる。大きく
なると樹の管理作業に多大なコストを要す
るようになる。例えば、樹の上部での剪定、
摘果、袋かけ、収穫作業には脚立やはしごを
必要とする。特に、収穫果実の品質を重視す
る日本では多大な労力が管理に投下される。
したがって、小樹化によって、省力化、コス
ト削減が求められている。 

 

２．研究の目的 
 リンゴでは矮性台木が開発され、小樹化に
よる商業栽培が確立している。しかし、多く
の果樹では適当な矮性台木が見つかってお
らず、モモではこれまでに矮性台木の候補と
して試験されたユスラウメやニワウメでは
接ぎ木後、５、６年後頃より接ぎ木不親和性
が生じる。そこで、本研究では樹種を選ばず
どの樹種でも適応可能な小樹化技術の開発
を目指した。 
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３．研究の方法 
 これまで、花芽形成や着花（果）促進技術
として環状剥皮が知られてきている。これま
での環状剥皮は幅数ミリから１ｃｍで樹皮
を剥ぎ、これらの効果が出れば、剥皮部は癒
合させるものであった。本研究で用いる方法
は、剥皮幅を大きくし（主幹の径によって２
～１０ｃｍ）、しかも、主幹の上部と下部を
連結用の樹皮（主幹の径によって２～５ｍ
ｍ）を残して剥皮するものである。残された
連結樹皮は、再生してくる。この樹皮の再生
速度を様々な物理的、化学的方法で制御する
ことによって、樹体の成長を抑制させる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
４．研究成果 
（１）部分的環状剥皮における連結樹皮の切
り戻しの間隔と新梢成長 
 共台（野生モモ台）２年生接ぎ木モモ苗(日
川白鳳)を使って、連結用樹皮の再生を２週
間毎、４週間毎に元の幅に切り戻す処理をし
て、新梢生長を比較した。対照区に比べて、
部分的環状剥皮の新梢成長は抑制された。定
期的に元の樹皮幅に切り戻すと新梢成長は
抑制され、その間隔が短いほど成長は抑制さ
れた（図１） 

 
 

 
 
（２）連結用樹皮への成長抑制剤（ＡＢＡ、
ヒノキチオール、トロポロン）処理と新梢成
長 
 共台（野生モモ台）２年生接ぎ木モモ苗（日
川白鳳）を使って、部分的環状剥皮を施し、
連結用樹皮に成長抑制剤であるＡＢＡ、ヒノ
キチオール、トロポロンを処理すると樹皮の
再生を抑制し、新梢成長が抑制された(表１)。 

 

（３）部分的環状剥皮における連結樹皮への
ウニコナゾール処理が樹皮の再生、新梢成長、
果実品質に及ぼす効果 

圃場に栽植されている 5年生の共台接ぎ木
樹(日川白鳳)を用いて、部分的環状剥皮を施
し、連結樹皮にジベレリンの生合成阻害剤の
ウニコナゾール１０ｐｐｍをラノリンペー
ストで処理をした。その結果、ウニコナゾー
ル１０ｐｐｍは樹皮の再生を抑制せず、新梢
成長もラノリンペースト処理とほぼ同程度
だった(図２)。しかしながら、部分駅環状剥
皮区では果実の肥大成長は促進され(図３)、
収穫果実の糖度、甘味比は高く、酸度は低か
った(図４、５、６)。 

 



 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
結論 
 
以上の結果、部分的環状剥皮を施し、物理

的、化学的方法で樹皮の再生を抑制すること
によって小樹化が可能であると思われた。ま
た、化学物質を処理する場合でも連結樹皮部
位にのみ処理するので、樹体全体や地下部に
処理する方法に比べて、処理する量が少なく
てすむため、環境にも優しい技術といえる。
また、全樹種に適応できると思われる。 
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